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令和５年度
広島県瀬戸内高等学校推薦入学試験問題

数　　　学
（50　分）

………………………………………　注　意　事　項　………………………………………

１．試験開始の合図があるまで，この冊子を開いて見ないこと。

２．解答は必ず解答用紙の指定された箇所に記入すること。

３．問題・解答用紙に落丁，乱丁，印刷不明な箇所があれば申し出ること。

４．問題・解答用紙の指定欄の太枠内に，受験番号を忘れずに記入すること。

５．問題・答案は試験終了後，監督員の指示によって回収するので，終了の合図まで

そのまま静かに着席していること。

６．余白は自由に使って良い。

一般コース



一般－ 1

　〔 注意 〕　①　答えは，すべて解答欄に書きなさい。

　　　　　　　②　分数の答えは，必ず約分しなさい。

　　　　　　　③　計算は，余白を用いて行いなさい。

1．次の計算をしなさい。

　　⑴　20＋22－20＋23  ⑵　（－22 ） ×（－2）2×22  

　　⑶　1　　2 ＋
1　　3 ＋

1　　6   ⑷　（√‾2＋√‾3）（√‾3－√‾2）

　　⑸　√‾2×√‾12 ÷  ⑹　2（3a＋4b）－4（3a＋2b）

　　⑺
　3a＋4b　　　　　　
　　　5　

　－
4a＋3b　　
　　　　　　
　　10　　　

　

　　⑻　（ x＋1）（ x＋4）－x 2

　　⑼　次の空欄に入る正の整数を答えなさい。

　　　　　2023＝　　 × 172

　　　　　　　　　　

　　⑽　次の空欄に入る正の整数を答えなさい。

　　　　　2次方程式　3x 2 ＋5x－2＝0 の解は x＝ 　1　　　　　
　，－　　 である。

√‾48
√‾6　

ア
イ
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～計算用紙～



一般－ 3

2．次の問いに答えなさい。

　　⑴　現在，兄は1,800円，弟は5,000円の貯金がある。今月から毎月，兄は800円，弟は

400円ずつ貯金していくと，兄の貯金と弟の貯金が等しくなるには何か月必要か答えな

さい。

　　⑵　 方程式 5x－7y＝2が成り立つような一桁の正の整数 x， yの値を求めなさい。

⑶　下のように1，1からはじめて前の2つの数の和を次々書き並べた数の列がある。この

列の左から12番目に出てくる数を答えなさい。

　　　　1，1，2，3，5，8，13，21，…

⑷　大小2つのさいころを投げるとき，出た目の積が12となる確率を求めなさい。ただし，

さいころの目は1から6まであり，どの目が出ることも同様に確からしいものとする。

　　⑸　底面の円の半径が5㎝，高さが7㎝の円すいの体積を答えなさい。

5㎝

7㎝
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一般－ 5

3．江戸時代に流行した『塵
じん

劫
こう

記
き

』という和算の書に「俵
たわら

杉
すぎ

算
ざん

」という項目がある。

　　そこでは，米
こめ

俵
だわら

を積み重ねたときの米俵の総数を計算する方法が解説されている。

　　次の問いに答えなさい。

　　⑴　空欄　ア　～　オ　に入る数字を答えなさい。

　　　　まず，図1のように上から1段目には1個，2段目に

は2個，3段目には3個というように横から見たとき

に三角形状に見えるよう積み重ねたときを考える。

　　　　上から5段目まで積み重ねたときの米俵の総数は数え

てみると，　ア　個と分かる。

　　　　段の数が少なければ実際に数えれば分かるが，段の数

が増えると図を描いて数えるのは大変なので工夫をし

て考えてみる。

　　　　たとえば上から3段目まで三角形状に積み重ねたとき

を考える。

　　　　図2 のように山の形を上下ひっくり返した形を右に

つけると，平行四辺形状の形ができる。

　　　　この平行四辺形の段の数は3段で変わらないが，それぞれの段にある俵の数は4個になる。

　　　　従って，図2の米俵の総数は3×4＝12と分かる。

　　　　これが元々の総数の2倍の数になっていることから上から3段目まで積み重ねたときの

総数を求めることができる。

　　　　同様に考えれば，上から10段目まで三角形状に積み重ねたときの米俵の総数は　イ　

個と分かる。

　　　　『塵劫記』では，この考え方を使って米俵を台形状に積み重ねたときも考えている。

　　　　たとえば図3のように一番上の段の米俵が4個で，3段積み重ねたときは，米俵の総数

は　ウ　個と分かる。

　　　　同様に台形状に積み重ねて，一番上の段の米俵

が5個，一番下の段が15個のときは段の数が

　エ　段あり，米俵の総数は　オ　個と分かる。

　　⑵　米俵91個を三角形状に積み重ねるとき，何段に積み重なるか答えなさい。

る方法が解説されている。

に

き

え

数数

し

き

に

ぞれの段にある俵の数は4個になる。

数

状に積み重ねたときも考えている。

，3段積み重ねたときは，米俵の総数

積み重なるか答えなさい。

図1

図2

図3
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4． 【Ａ】はある場所での連続する20日間の毎日の最高気温を低い順に並べた資料である。次の

問いに答えなさい。

　　　　【Ａ】

　　　　　27.7　　28.9　　29.6　　30.0　　30.8　　30.9　　31.0　　31.0　　31.5　　31.8

　　　　　32.0　　32.1　　32.3　　32.7　　32.7　　34.2　　34.2　　34.7　　35.3　　37.1

（単位は℃）

　　⑴　【Ａ】において中央値を求めなさい。

　　⑵　【Ａ】において平均値を小数第2位を四捨五

入して求めなさい。

　　⑶　【Ｂ】は【Ａ】の相対度数をまとめた表である。

aの値を求めなさい。

　　⑷　【Ｃ】は同じ日の別の場所での20日分の最高

気温をまとめたヒストグラムである。たとえ

ば，24℃以上26℃未満の日は2日あったこ

とを表す。【Ａ】～【Ｃ】から読み取れるこ

ととして必ず正しいといえるものを，次のア

～エの中からすべて選び，記号で答えなさい。

　　　　ア 　 【Ａ】と【Ｃ】を比較したとき，30℃以

上32℃未満の相対度数の差は0.2であ

る。

　　　　イ 　 【Ａ】と【Ｃ】を同じ日付で比較したとき，【Ａ】の方が最高気温の高い日が10日

以上ある。

　　　　ウ 　 【Ｃ】を用いて求めた最高気温の平均値は，【Ａ】の平均値よりも小さい。

　　　　エ 　 【Ｃ】のどの連続する7日間を選んでも，最高気温が32℃以上の日が1日は含まれ

る。

【Ａ】の方が最高気温の高い日が10日

日

℃

5
4
3
2
1
0 24 26 28 30 32 34 36 38

相対度数

a

0.05

最高気温（℃）

1.00計

26 以上 28 未満
28 ～ 30
30 ～ 32
32 ～ 34
34 ～ 36
36 ～ 38

【Ｂ】

【Ｃ】
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5．2次関数 y＝ a x 2のグラフ上に点Ａをとる。点Ａの x座標が2
のとき，次の問いに答えなさい。

　　⑴　点Ａの y座標を aを用いて表しなさい。

　　⑵　1次関数 y＝2xのグラフが点Ａを通る。このとき aの値
を求めなさい。

⑶　⑵のとき，点Ａから y軸に垂線を下ろし，その交点をＢと
する。このとき四角形ＯＡＢＣが平行四辺形となるような

点Ｃの座標を求めなさい。

2

値

B
A

O 2

y

x
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6．∠ＢＡＣ＝90°となる直角三角形ＡＢＣがある。辺ＢＣ上にＡＤ＝ＢＤとなるような点Ｄを

とる。また，点Ｄから辺ＡＣに向かって辺ＡＢと平行な直線を引き，辺ＡＣとの交点を点Ｅ

とする。このとき，△ＤＡＥ≡△ＤＣＥが成り立つことを次のように証明した。

　　空欄　　　　～　　　　に最も適する語を

　　語群より選んで答えなさい。

［証明］

△ＤＡＥと△ＤＣＥにおいて

辺ＤＥは共通 　　　　　　　………①

ＡＤ＝ＢＤより

△ＡＢＤは　　　　であるから

∠ＤＡＢ＝∠ＤＢＡ　　　　　　　 　　………②

また，ＡＢ ＥＤより錯角は等しいので

∠ＤＡＢ＝∠　　　　　　 　　　　　　　………③

同位角は等しいので

∠ＤＢＡ＝∠　　　　　　 　　　　　　　………④

②，③，④より

∠　　　　＝∠ 　　　　　　　………⑤

∠ＢＡＣ＝90°とＡＢ ＥＤより

∠ＣＥＤ＝90°であるから，

∠ＣＥＤ＝∠　　　　＝90° 　　　　　　　………⑥

したがって，①，⑤，⑥より，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので　△ＤＡＥ≡△ＤＣＥ

【語群】

正三角形　　　　二等辺三角形　　直角三角形

ＡＤＥ　　　　　ＤＡＥ　　　　　ＤＣＥ　　　　　ＣＤＥ

ＡＥＤ　　　　　ＢＤＥ　　　　　ＡＤＣ　　　　　ＢＤＣ

2組の角がそれぞれ等しい　　　　1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい

2組の辺とその間の角がそれぞれ等しい

Ｅ≡△ＤＣＥが成り立つことを次のように証明した。

最も適する語を

て

………①

A

C D B

E

ア オ

ア

オ

イ

ウ

イ ウ

エ
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